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ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の
横
浜
開
催
を

　
  

契
機
と
し
た
ア
フ
リ
カ
と
の
連
携
・
協
力
の
推
進
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■
は
じ
め
に

　

２
０
１
９
年
８
月
28
～
30
日
、

42
名
の
首
脳
級
を
含
む
ア
フ
リ
カ

53
か
国
参
加
の
も
と
、
国
内
外
か

ら
１
万
人
以
上
の
会
議
参
加
者
を

お
迎
え
し
て
、
第
７
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が

横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
の
誘
致
及
び
開
催
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
関
係
者
の
皆
様
、
駐
日

ア
フ
リ
カ
外
交
団
、
外
務
省
、
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
本
市
関
係
区
局
の
皆

様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
は
、
ア
フ

リ
カ
の
開
発
を
テ
ー
マ
に
、国
連
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、

世
界
銀
行
、
ア
フ
リ
カ
連
合
委
員

会
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
と
共
同
し
な
が
ら
、

日
本
政
府
の
主
導
に
よ
り
開
催
し

て
い
る
首
脳
級
の
国
際
会
議
で
あ

る
。

　

１
９
９
３
年
に
第
１
回
が
東
京

で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
５
年
に
一

度
、
日
本
で
開
催
さ
れ
、
２
０
０

８
年
の
第
４
回
、
２
０
１
３
年
の

第
５
回
に
続
き
、
今
回
、
横
浜
で

の
開
催
は
３
回
目
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
以
降
は
、
３
年
に

一
度
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ
で
交
互

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
２

０
１
６
年
に
は
、
は
じ
め
て
ア
フ

リ
カ
（
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
）
で

開
催
、
２
０
２
２
年
に
は
、
再
び

ア
フ
リ
カ
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
が
開

催
地
と
な
る
。

　

第
７
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
に

つ
い
て
、
本
市
は
開
催
都
市
と
し

て
、
外
務
省
や
地
元
経
済
界
・
関

係
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
、
会
議

の
安
全
か
つ
円
滑
な
開
催
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
取
組

テ
ー
マ
で
あ
る
「
ア
フ
リ
カ
と
横

浜
、
あ
ふ
れ
る
力
で
と
も
に
未
来

へ
」
に
基
づ
き
、
①
「
国
際
技
術

協
力
の
拡
大
」、
②
「
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
の
強
化
、
女
性
の
活
躍
推

進
」、
③
「
次
世
代
育
成
・
市
民

交
流
の
充
実
」
の
３
つ
の
方
向
性

に
沿
っ
て
、様
々
な
取
組
を
行
い
、

ア
フ
リ
カ
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

た
。

　

右
記
３
つ
の
方
向
性
に
関
す
る

取
組
と
会
議
参
加
者
と
の
交
流
等

を
含
め
た
「
横
浜
市
開
催
推
進
事

業
」
に
は
、
約
23
万
人
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
、
会
議
開
催
に
伴

う
市
内
経
済
波
及
効
果
は
、
約
27

億
６
千
９
百
万
円
（
第
５
回
：
21

億
５
千
万
円
）、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

効
果
は
、
約
１
５
５
億
円
（
第
５

回
：
約
１
１
４
億
円
）に
達
し
た
。

　

ま
た
、
第
７
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
ア
フ
リ
カ
と
の
交
流
・
協

力
を
礎
と
し
て
、
第
５
回
会
議
で

は
実
施
し
な
か
っ
た
次
の
事
業
に

新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

●
技
術
協
力
の
分
野
で
は
、
２
０

１
7
年
度
に
環
境
省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

ア
フ
リ
カ
各
国
等
と
共
同
で
設
立

し
た
「
ア
フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
）」
を
通
じ
、
廃
棄
物
管
理
の

経
験
や
技
術
を
紹
介
す
る
研
修
を

実
施
し
た
。

●
女
性
活
躍
推
進
の
分
野
で
は
、

第
５
回
会
議
に
お
い
て
、
林
市
長

か
ら
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

の
重
要
性
に
つ
い
て
提
起
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、「
横
浜
宣
言
」

及
び
「
横
浜
行
動
計
画
」
に
重
要

分
野
と
し
て
「
ア
フ
リ
カ
の
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
起
業
」
が

掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
本
市
が
協
力
し
て
、
女

性
の
起
業
を
支
援
す
る
「
日
ア
フ

リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

ウ
ー
マ
ン
と
関
係
政
府
職
員
を
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
と
し
て
受
け
入

れ
、
横
浜
の
女
性
起
業
家
と
の
交

流
・
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

●
次
世
代
育
成
に
つ
い
て
は
、
市

内
小
中
学
校
等
で
の
「
ア
フ
リ
カ

と
の
一
校
一
国
」
に
加
え
、
高
校

生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
幅
広
い
年
代

を
対
象
と
し
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
。

　

こ
の
他
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の

強
化
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
日

本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
て
開

催
し
た
、
市
内
企
業
を
対
象
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や
駐
日
大

使
館
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
情
報
提
供
等
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
は
毎
年
、
ア
フ
リ

カ
各
国
か
ら
研
修
員
等
を
受
け
入

れ
、
横
浜
港
の
整
備
状
況
や
物
流

効
率
化
の
取
組
、
維
持
管
理
・
運

営
状
況
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
、
第
７
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
開
催
に
関
連
す
る
代
表

的
な
国
際
協
力
の
具
体
例
と
し
て
、

廃
棄
物
管
理
、
女
性
活
躍
推
進
及

び
水
道
の
環
境
改
善
に
係
る
取
組

に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

　

 

　 

ア
フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街
プ

１  

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）

　

 

　 【
資
源
循
環
局
】

　

横
浜
市
は
、
２
０
１
７
年
４
月

に
、
環
境
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
国
連

環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、
国
連

人
間
居
住
計
画
（
Ｕ
Ｎ
―
Ｈ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）、
ア
フ
リ
カ
各
国
・

都
市
と
共
同
で
「
ア
フ
リ
カ
の
き

執
筆江

成 

政
義

国
際
局
国
際
連
携
課
担
当
課
長　

杉
浦 

綾
音

資
源
循
環
局
政
策
調
整
課

辰
巳 

秋
穂

政
策
局
男
女
共
同
参
画
推
進
課
担
当
係
長

瀬
川 

進
太

水
道
局
国
際
事
業
課



23■ 特集・「国際都市横浜」が推進する国際協力

23
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）」
を
設
立
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設

立
は
、
２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ

た
、
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

「
廃
棄
物
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お

い
て
、
ア
フ
リ
カ
の
廃
棄
物
管
理

向
上
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
、
更
な

る
協
力
の
促
進
が
宣
言
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
と
す
る
。設
立
以
降
は
、

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
ア
フ
リ
カ

諸
国
が
き
れ
い
な
街
と
健
康
な
暮

ら
し
を
実
現
し
、
廃
棄
物
管
理
に

関
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
」

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
知
見

の
共
有
等
を
行
っ
て
い
る
。

（1） 

横
浜
市
の
役
割

　

横
浜
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
廃
棄

物
管
理
の
知
見
や
先
進
的
な
技
術

が
評
価
さ
れ
、
本
邦
研
修
の
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

ア
フ
リ
カ
各
国
に
お
け
る
廃
棄
物

管
理
部
門
の
責
任
者
を
対
象
に
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。

（2） 

研
修
の
目
的
と
内
容

　

横
浜
市
で
実
施
し
て
い
る
研
修

は
、
各
研
修
員
が
自
国
の
廃
棄
物

管
理
の
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
横
浜
市

を
中
心
と
す
る
日
本
の
実
例
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
成
果
と
し
て
、
自
国
で
必
要

な
施
策
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
。

　

研
修
は
、
家
庭
か
ら
ご
み
が
出

さ
れ
て
か
ら
最
終
処
分
さ
れ
る
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
追
う
構
成
に

な
っ
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
各
国
の
研
修
員
が

自
国
の
現
状
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し

た
後
、
日
本
全
体
の
廃
棄
物
管
理

の
概
要
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
横
浜

市
が
講
義
と
あ
わ
せ
て
各
施
設
の

視
察
を
実
施
し
、
研
修
員
に
横
浜

市
の
廃
棄
物
管
理
を
紹
介
す
る
。

扱
う
内
容
は
、
行
政
の
取
組
に
限

ら
ず
、
地
域
、
民
間
事
業
者
の
取

組
に
つ
い
て
も
講
義
・
施
設
視
察

を
実
施
し
、
日
本
に
お
け
る
廃
棄

物
管
理
を
総
合
的
に
学
ん
で
も
ら

う
。
最
後
に
、
研
修
の
内
容
を
踏

ま
え
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
帰
国
後
、
プ
ラ
ン
を
実
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（3） 

研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

帰
国
し
た
研
修
員
に
対
し
て

は
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、

研
修
の
成
果
と
し
て
作
成
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
や

課
題
の
把
握
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
０
１
８
年
11
月

に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
、
帰
国

し
た
研
修
員
と
テ
レ
ビ
会
議
を

行
っ
た
ほ
か
、
同
年
12
月
に
、
エ

チ
オ
ピ
ア
・
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
市
に

職
員
を
派
遣
し
、
研
修
員
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
帰
国
後
の
研

修
員
と
意
見
交
換
の
機
会
を
持

ち
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
実
行

さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（4） 

ア
フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）

第
２
回
全
体
会
合

　

２
０
１
９
年
８
月
26
・
27
日
に

は
、
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
の
公
式
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ア
フ
リ

カ
の
き
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
第
２
回

全
体
会
合
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

林
市
長
が
横
浜
市
の
廃
棄
物
管

理
の
取
組
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
ア

フ
リ
カ
が
直
面
す
る
廃
棄
物
の
課

題
に
関
す
る
発
表
や
意
見
交
換
な

ど
を
行
っ
た
。

　

本
会
合
の
成
果
と
し
て
は
、
今

後
の
活
動
の
方
向
性
を
示
し
た

「
横
浜
行
動
指
針
」
が
採
択
さ
れ
、

第
７
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
の

「
横
浜
宣
言
」
に
お
い
て
も
廃
棄

物
管
理
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

（5） 

取
組
の
成
果
と
課
題

　

参
加
し
た
研
修
員
か
ら
、
研
修

の
内
容
に
つ
い
て
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ツ
ワ

ナ
か
ら
の
研
修
員
が
作
成
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ツ
ワ
ナ
支
所
が
主
催
す
る
帰
国

研
修
員
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
に
て
、
最
優
秀
作
に
選

ば
れ
る
な
ど
の
評
価
を
受
け
て
お

り
、
本
研
修
を
通
じ
た
ア
フ
リ
カ

各
国
で
の
廃
棄
物
管
理
能
力
向
上

が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、
よ
り

効
果
的
な
内
容
と
な
る
よ
う
、
帰

国
後
の
状
況
把
握
、
ア
フ
リ
カ
現

地
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
向
け
た
取
組

が
必
要
で
あ
る
。

（6） 

今
後
の
展
望

　

第
２
回
全
体
会
合
で
採
択
さ
れ

た
横
浜
行
動
指
針
で
は
、
自
治
体

間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
各

国
の
多
岐
に
わ
た
る
課
題
の
解
決

に
は
、
横
浜
市
以
外
に
も
豊
富
な

経
験
を
持
っ
た
都
市
と
と
も
に
、

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
国
内
他
都

市
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
各
国
へ

の
協
力
を
行
う
関
係
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

 

２ 

　 

ア
フ
リ
カ
の
女
性
企
業
家
支

　

  

援
【
政
策
局
】

（1） 

「
日
ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス

ウ
ー
マ
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

経
緯
・
内
容

　

前
述
の
と
お
り
、
第
５
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議（
２
０
１
３
年
度
）

の
「
横
浜
宣
言
」
及
び
「
横
浜
行

動
計
画
」
に
お
い
て
、
重
点
分
野

と
し
て
「
ア
フ
リ
カ
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
管
理
、
起
業
に
お

け
る
能
力
強
化
」
が
掲
げ
ら
れ
た

(1) 

(2) SDGs

(3) 

廃棄物管理研修

アフリカのきれいな街プラットフォームの
目標とＳＤＧｓとの関連性

横浜行動指針の概要
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こ
と
を
契
機
に
、
横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
連
携
し
、「
日
ア
フ
リ
カ
・

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
以
下
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。横
浜
市
は
、

女
性
起
業
家
支
援
施
策
の
紹
介
、

日
本
の
女
性
起
業
家
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
協
力
し
て
い
る
。　

（2） 

第
７
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

で
の
取
組

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
毎
年
実
施

さ
れ
て
き
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
を
踏
ま
え
て
、
第
７
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
の
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
女
性
と
少
女
が

変
え
る
ア
フ
リ
カ
の
未
来
～
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
じ
た
社
会
変
革
の
可
能

性
～
」
を
横
浜
市
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

外
務
省
で
共
催
し
た
。

　

基
調
講
演
に
はGavi

ワ
ク
チ
ン

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
理
事
長
の
ヌ
ゴ

ジ
・
オ
コ
ン
ジ
ョ
・
イ
ウ
ェ
ア
ラ

氏
を
迎
え
、「
ア
フ
リ
カ
の
女
性

た
ち
の
今
、
そ
し
て
未
来
」
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
講
演
で

は
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
に
つ
い
て
統
計
等
に

基
づ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
未

来
に
向
け
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
の
た
め
に
は
、
男
性
の
関

わ
り
、
女
性
が
経
済
・
政
治
的
な

力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
が
重
要
に
な

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ

れ
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
、「
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
じ
た
社
会
変
革
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
立
場

で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

わ
っ
て
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ

て
社
会
変
革
を
起
こ
し
て
い
く
た

め
に
は
、「
女
性
に
差
別
的
な
政

策
・
制
度
を
変
え
て
い
く
こ
と
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
可
視
化
す
る

こ
と
」、
そ
し
て
、「
様
々
な
ア
ク

タ
ー
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
知

見
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
」、
さ

ら
に
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
の
解

決
を
目
指
す
取
組
へ
の
投
資
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
」が
共
有
さ
れ
た
。
ま
た
、

強
い
意
志
を
持
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
重
要

性
も
指
摘
さ
れ
た
。（
※
講
演
者

の
肩
書
は
当
時
の
も
の
）

（3） 

成
果
や
課
題
、
今
後
の
展
望

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
２
０
１

３
年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で

の
７
年
間
で
、
ア
フ
リ
カ
21
か
国

か
ら
95
人
の
女
性
企
業
家
・
行
政

官
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ブ
ル
キ

ナ
フ
ァ
ソ
か
ら
参
加
し
た
女
性
企

業
家
は
、
帰
国
後
に「
カ
イ
ゼ
ン
」

な
ど
の
日
本
式
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を

経
営
に
取
り
入
れ
、
自
国
の
「
乾

燥
マ
ン
ゴ
ー
産
業
最
優
秀
輸
出
者

賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
参

加
者
が
新
た
な
視
点
を
取
り
入

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
の
女
性
起
業
家
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の

参
加
者
だ
け
で
な
く
日
本
の
参
加

者
に
も
気
づ
き
や
刺
激
を
与
え
る

機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
来
日
研
修
は
見

合
わ
せ
と
な
っ
た
。
令
和
３
年
度

は
動
画
講
義
で
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
達
成
目
標
と

し
て
、
当
初
は
日
本
と
ア
フ
リ
カ

の
女
性
企
（
起
）
業
家
支
援
の
取

組
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
や
、
交
流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
促
進
を
図
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
近
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
を
踏
ま

え
た
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
潮
流
や
ア
プ
ロ
ー
チ
へ

の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
達
成

目
標
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
が
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
じ
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
社
会
へ
の
変

革
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

 

　 

多
方
面
に
広
が
る
水
道
局
の

３  

ア
フ
リ
カ
地
域
へ
の
支
援

　

 

　 【
水
道
局
】

（1） 

ア
フ
リ
カ
支
援
の
あ
ゆ
み

　

横
浜
市
水
道
局
の
ア
フ
リ
カ
地

域
へ
の
支
援
の
歴
史
は
古
く
、
１

９
７
７
年
の
ケ
ニ
ア
派
遣
以
来
、

現
地
の
水
事
情
の
改
善
に
貢
献
し

て
き
た
。
２
０
１
９
年
度
末
ま
で

に
職
員
派
遣
は
13
か
国
81
人
、
海

外
研
修
員
等
の
受
入
は
47
か
国
か

ら
６
４
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
２

０
０
８
年
度
）
の
横
浜
開
催
を
契

機
に
、
以
降
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の

水
道
技
術
者
を
対
象
と
し
た
研
修

を
毎
年
実
施
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
連
携
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ

の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。 

　

と
り
わ
け
近
年
は
マ
ラ
ウ
イ
国

と
の
関
係
が
深
く
、
第
５
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議（
２
０
１
３
年
度
）

を
契
機
に
同
国
の
最
大
都
市
で
あ

る
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
水
公
社
へ
の
職

員
派
遣
を
開
始
し
、
第
７
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
が
開
催
さ
れ
た
２

０
１
９
年
か
ら
は
、
同
国
の
首
都

リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
水
公
社
の
無
収
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
長
期
専
門

家
を
派
遣
し
て
い
る
。

（2） 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
研
修
「
ア

フ
リ
カ
地
域
都
市
上
水
道
技
術
者

養
成
」
コ
ー
ス

日本とアフリカの女性企（起）業家交流の様子公式サイドイベント・基調講演の様子
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25
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
を
契

機
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
本
研
修
を
立
ち

上
げ
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会

社
（
２
０
１
０
年
に
水
道
局
１
０

０
％
出
資
で
設
立
）
と
連
携
し
な

が
ら
、
２
０
１
９
年
度
末
ま
で
に

計
13
回
の
研
修
を
実
施
し
、
30
か

国
か
ら
１
３
３
人
の
上
水
道
技
術

者
が
参
加
し
て
い
る
。

　

主
な
研
修
テ
ー
マ
は
無
収
水

（
漏
水
や
盗
水
な
ど
請
求
に
つ
な

が
ら
な
い
水
）
の
削
減
だ
が
、
浄

水
処
理
、
水
圧
・
水
量
管
理
な
ど

の
技
術
面
に
加
え
て
料
金
管
理
、

経
営
計
画
な
ど
水
道
事
業
全
般
を

講
義
し
て
い
る
。
参
加
者
は
講
義

や
意
見
交
換
を
通
じ
て
課
題
解
決

の
方
策
を
検
討
し
、
自
国
の
水
道

事
業
改
善
に
活
か
し
て
い
く
。

　

局
は
積
極
的
に
若
手
職
員
を
講

師
に
配
し
、
講
義
資
料
を
作
成
す

る
過
程
で
改
め
て
自
分
の
日
常
業

務
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
す
る
な

ど
、
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
約
１
か
月
の
研
修
の
中

で
、
横
浜
水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
会

員
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
、
地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
や

小
学
校
訪
問
な
ど
、
市
民
と
研
修

員
の
交
流
も
進
め
て
い
る
。

（3） 

マ
ラ
ウ
イ
国
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ

水
公
社
へ
の
職
員
派
遣

　

第
５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
に

お
い
て
、
当
時
の
マ
ラ
ウ
イ
国
大

統
領
の
ジ
ョ
イ
ス
・
バ
ン
ダ
閣
下

が
林
市
長
と
対
談
す
る
中
で
、
マ

ラ
ウ
イ
国
の
上
水
道
整
備
に
つ
い

て
協
力
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
翌
２
０
１
４
年
度
か
ら
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

活
用
し
、
同
国
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
水

公
社
（
Ｂ
Ｗ
Ｂ
）
へ
の
職
員
派
遣

を
開
始
し
た
。 

　

２
０
１
９
年
度
末
ま
で
に
20
人

の
職
員
を
派
遣
し
、
漏
水
管
理
や

料
金
徴
収
の
改
善
等
に
関
す
る
協

力
を
行
っ
て
き
た
。
派
遣
職
員
は

局
内
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
連
携
し

な
が
ら
、
施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
料
金
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

整
備
、
出
前
水
道
教
室
の
実
施
手

法
の
指
導
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
市
で
は
水
源
か

ら
市
内
ま
で
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の

高
低
差
が
あ
り
、
ポ
ン
プ
で
市
内

に
給
水
し
て
い
る
。
一
度
停
電
が

発
生
す
る
と
、
長
時
間
断
水
と
な

る
。
派
遣
職
員
も
活
動
中
に
何
度

も
断
水
を
経
験
し
、
こ
の
課
題
を

局
内
で
共
有
す
る
中
で
、
局
で
更

新
時
期
を
迎
え
る
給
水
車
２
台
を

Ｂ
Ｗ
Ｂ
に
寄
贈
す
る
案
が
出
た
。

２
０
１
９
年
６
月
に
実
現
し
、
現

在
、
現
地
で
大
活
躍
で
あ
る
。

（4） 

マ
ラ
ウ
イ
国
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ

市
無
収
水
対
策
能
力
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

　

Ｂ
Ｗ
Ｂ
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

取
組
等
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
高
く
評
価

さ
れ
、
同
国
の
首
都
リ
ロ
ン
グ

ウ
ェ
水
公
社
（
Ｌ
Ｗ
Ｂ
）
へ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
し
た
。

　

本
事
業
は
２
０
１
９
年
６
月
か

ら
４
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

①
無
収
水
対
策
の
計
画
の
策
定
、

②
無
収
水
対
策
の
実
施
、
③
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
知
見
の
共

有
・
発
信
の
３
つ
の
業
務
を
通
じ

て
Ｌ
Ｗ
Ｂ
職
員
の
能
力
強
化
を
進

め
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
と

し
て
、
局
職
員
を
長
期
専
門
家
に

配
し
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会

社
等
の
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｌ
Ｗ
Ｂ
は
、
マ
ラ
ウ
イ
水
道
協

会
を
通
じ
て
国
内
で
も
他
の
水
公

社
に
対
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
る

ほ
か
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ケ
ニ
ア
と
独

自
に
域
内
連
携
を
行
い
、
相
互
に

知
見
を
共
有
す
る
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
の
マ
ラ
ウ
イ
国
内
へ
の
面

展
開
、
ひ
い
て
は
他
の
ア
フ
リ
カ

地
域
へ
の
波
及
も
期
待
で
き
る
。

（5） 

今
後
の
展
望

　

横
浜
市
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
６
に
は
「
安
全
な
水

と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
と
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
は
重
点

地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
水
道
局
と

し
て
も
そ
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、

ア
フ
リ
カ
を
含
む
国
際
貢
献
の
取

組
を
一
層
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
横
浜
水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
と

連
携
し
て
、
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

■
お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、横
浜
市
で
は
、

２
０
０
８
年
以
来
、
過
去
３
回
に

わ
た
る
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
の
開

催
に
伴
い
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の

連
携
、
協
力
を
推
進
し
て
き
た
。

紙
面
の
都
合
で
、
今
回
ご
紹
介
で

き
た
事
業
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
多
く
の
関
係
区

局
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
様
々
な
取
組
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

横
浜
市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
関
連
し
、
９
か
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
（
英
国
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ベ
ナ
ン
、

ボ
ツ
ワ
ナ
、コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
）に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
開
催
以
来
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
友
好
関
係
を
深

め
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
う
ち

６
か
国
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
な
っ

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、

各
国
と
の
連
携
・
交
流
を
一
層
深

め
て
い
く
と
と
も
に
、
大
規
模
な

国
際
会
議
の
開
催
を
契
機
と
す
る

横
浜
の
資
源
と
技
術
を
活
か
し
た

国
際
協
力
を
今
後
も
引
き
続
き
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

水道メーター管理の指導
（リロングウェ）

国際協力専門委員会と
アフリカ研修員の意見交換

現地で活躍する給水車
（ブランタイヤ）


